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例会報告    VOL.６２ No.１６ (No.2741) １２月１８日(水) 晴れ (司会 淀名和茂彦副委員長) 

  本例会での主な事項 

◎会長あいさつ       ◎各委員会中間報告 

  ◎会長・幹事 半期を振り返って 

                                    

誕生祝   

        

≪会 員≫古矢 満会員        ≪ご夫人≫鯉沼会員 

 

ガバナーエレクト事務所現況報告  青木正弘地区幹事 

最初に、ガバナーはどうやって決めるのかという話をお伝えしようと思います。RI２８

２０地区は５５クラブが８つの分区に分かれています。さらにその分区を５のブロック

に編成しブロックごとに順番でガバナー候補を輩出することになっております。２０

２２―２３年度には順番が「第５ブロック」の７.８分区でガバナーを出すこととなり、当

然何十年もガバナーを出してない８分区からとなるわけでしたが如何しても候補者

が決まらず、７分区でということになり７分区でガバナーを出せるのは、竜ケ崎、牛

久、水海道の３クラブとなり直近では牛久その前には竜ケ崎がガバナーを出しており、次は水海道となり瀬

戸会員にお願いすることになりました。当時のガバナー補佐であった私は決まってほっとしたのもつかの

間、地区幹事を引き受けろとなり倉持会計長と共に現在に至ります。 

最初に考えたのは地区事務所をどこにするのか？ということでした。いろいろと考えているうちに地区には

自由に使える資金が足りないということが解り、急遽水海道 RC の事務所を使わせていただくことにいたし

ました。次には事務局ですが１人は和久さんでもう１人が決まらずに焦りましたが、７月の末にやっと決まり

二人体制が整いました。次に PC や複合機等の事務機器ですがリースでとなりますと２年間のリース期間で

は割高になってしまい買い取ることにしました。 

次に水海道クラブ内で瀬戸チームの編成に取り掛かり地区大会実行委員長、副実行委員長、地区副幹

事、三大セミナー総括委員長、三大セミナー実行委員長、ロータリーの友地区代表、月信委員会、地区大

会記念ゴルフ大会実行委員長、同じく野球大会実行委員長、地区大会記念誌委員長の人選に入り皆様

方に快くお引き受けいただき感謝申し上げます。 

今は、最大の難問であります予算案の作成に取り組んでおります。 

地区には 地区資金と基金及び協力金というものがございます。 

＊地区資金には、①委員会活動費、②補助金（地区大会、地区協、会長エレクト研修、IM 等） ③寄付金

＊基金及び協力金 （ガバナー月信、地区大会、事務所協力金等）となります。その中で数年来ガバナー

事務所協力金を中心とした資金が不足し、地区資金を取り崩して運営しておりまして瀬戸年度ではこれを

正常化できればと奮闘しております。 

現在の状況は、地区組織が完成に近づきつつガバナー補佐は決定しました。 

去る１２月１０日には第１回ガバナー補佐会議を開催し、瀬戸エレクトの方針及び目標並びにガバナー補佐

の責務等のお願いをしました。 
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幹事報告   大澤 清幹事 

週   報  なし 

例会変更  なし 

理事・役員会報告 

１． １月の例会予定・・・・休会 １/１、１/１５、１/２９ 

             １/８新年会 １/２２外部卓話 

２． 退会について・・・・大堀和久会員 １２/末 

３． 新年会について・・・１/８ １７:１０バス出発 白井石油さん前 

４． 職場見学会について・・・・４/７(月) 増上寺・屋形船 

５． IM について・・・・２/８(土) アルシェ 

                         ・・・・・・・・・承認されました・・・・・・・・ 

 

会長挨拶   古矢 満２０２２-２３年度会長 

皆様こんにちは。本年最後の御挨拶を申し上げます。 

誠に申し訳ございませんが、本日所用のため休みを頂戴しております。 

本日のプログラムは、委員会中間報告の 2 回目です。残りの各委員長の皆様、よろ

しくお願い申し上げます。 

 

 

 

委員会中間報告    
会報委員会  松坂興一委員長 

当委員会の主たる業務は週報の発行でありますが、本年度最初の例会でありました７

月３日の例会を皮切りに今日まで１６回行われた訳ですが、トラブルも無く無事に発行

することが出来ました。紙面上の写真ですが、青木正弘会員を始めとする会員各位の

ご協力により紙面を彩ることが出来ました。御礼申し上げます。後期も引き続きご協力

の程お願い申し上げます。 

また、後期にはエレクト事務所の活動が活発となり紙面にも影響があると思いますので

ご注目頂きたいと思います。最後になりましたが、発行・作成につきましては全面的に事務局によるもので

和久さんには心より感謝申し上げます。 

 

IT・広報委員会   能勢竜司委員長 

マイ・ロータリーの登録について問題になっているかと思います。大髙ガバナーより

公式訪問時に増やすようにご指示いただきました。私もマイ・ロータリーを登録したこ

とで登録の仕方が頭に入りましたので、後期に向けては登録されていない方への直

接お声がけをしながら増やしていければと考えています。目標７５%達成ということを

目指していきたいと思います。 
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職業奉仕委員会  齋藤政博委員長 

3月 3日にテラスザスクエア日立にて地区チーム研修セミナーに参加させていただき

ました。ロータリーにおける職業奉仕とはという基礎的なことから教えていただきまし

た。研修は参加するだけではなく、積極的に意見を話し合えるラーニング形式での

進行になっているので、緊張感のある研修になっていると思います。 

7 月 20 日にはローブかすみがうらにて地区奉仕プロジェクト研究会が開催されまし

た。秋田副委員長に参加していただきました。この指とまれプロジェクトの報告や計

画の発表が行われました。 

来年 4 月になりますが職場見学会を計画していますので皆様のご参加宜しくお願い致します。 

 

社会奉仕委員会   青木清人委員長 

前半はほとんど活動していませんが、赤い羽根共同募金を今年中に常総市・つくば

みらい市それぞれ５万円ずつ寄付をしてきます。 

セミナーは副委員長の宮本さんに参加してもらいました。後期１月にセミナーがありま

すので参加してきます。 

 

 

国際奉仕委員会   松坂 武委員長 

1.地区国際奉仕委員会による海外プロジェクト「このゆびとまれ」について 

本プロジェクトについては、３つの事業に対して賛助金４万円を支出しました。 

2.ツウンバＲＣとの短期交換留学生について 

１１月２６日担当のサンドラ・サーストン様よりメールを頂きました。内容は、本年度はツ

ウンバＲＣで１８歳以上の学生２名受け入れることができますという内容でした。当クラ

ブで留学生の送り出しを考えておりますが、どなたか対象の学生がおりました国際奉

仕委員までご連絡をお願いします。 

 

青少年奉仕委員会   古矢 満委員長 

まず地区では、７月２８日(日)に日立市にて行われました、青少年奉仕研究会に参

加しました。そこで案内がありました、ライラセミナーと青少年交換事業につきまして

はクラブより両事業とも参加申し込みがなく、地区の事業には参加できませんでし

た。 

そして水海道クラブとしましては、まず９月２９日(日)に行われました、常総市長杯学

童野球大会に、本年度は活動資金の目的で寄付をいたしました。 

 また、１１月６日クラブ例会終了後には、地区補助金を活用して、外国籍の児童に絵本や粘土、クレヨンな

どの品物を贈呈させていただきました。これからも増加が予想されます外国籍の児童に日本の文化や習慣

など、理解しあえる環境づくりに貢献しつつ、贈呈式が茨城新聞にも掲載され、水海道クラブとしてのロー

タリーの公共イメージの向上につなげられたと思います。 

 今後につきましては、来年の５月に行われます常総市長杯学童野球大会に、再度支援をする予定となっ

てます。以上青少年奉仕委員会の中間報告とさせていただきます。 
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米山記念奨学会   宮代 尚委員長 

本年度の目標としてあげておりました特別寄付一人当たり２万円以上ということです

が、１００%寄付をいただきました。ありがとうございます。奨学生のナムナンスーレン・

バイアンビリグさんへの支援活動と米山月間のスピーチをお願いしました。８月２５日

の研究会に出席し奨学生との交流等を深めてまいりました。 

後半に予定させいただきました米山記念会の見学研修会ですか、今のところ後半の

事業を考えますと厳しいかなと思ってますので、こちらはペンディングとさせて頂き、

来年以降の方にお願いすることを考えています。 

 

会長・幹事 半期を振り返って 

五木田裕一会長 

さて本年 7月に 2024-2025年度のクラブ会長就任以来、半年が経過しました。長いような短いような半年

間でした。その間、皆様方には大変お世話になりました。この場をお借りしまして、衷心より厚く御礼申し上

げます。 

本年は７月から例会場を生涯学習センターに変更しました。現状を勘案しますと、最良なのではないかと

思う次第です。SAA の皆様をはじめ会員各位のご協力により、スムーズに設営できているものと判断してお

ります。例会終了時の片づけですが、数多くの方々のご協力を得まして、非常に短時間で済んでおります。

施設管理者側から、特段指摘事項もないものと理解しております。しかしながらお気づきの点等ございまし

たら、よろしくご指導の程お願い申し上げます。 

半年が過ぎ、折り返し地点にたどり着いたという感じです。振り返りますと納涼会、ガバナー公式訪問、ポ

リオ関連イベント、地区大会等がありました。特にガバナー公式訪問では、クラブ協議会を何とか乗り切っ

た、というところが本音です。ご承知のとおり実に細かな指導があり、想定外の質問や要請等も多かったよう

に思います。各委員長様の的確なご対応に対し、感謝の一言しかありません。 

それに先立つ例会では、会のすべてが、会長の責任である旨のご指導もありました。つまるところ「会長

は最高責任者なのだから、相当の覚悟しておけ」ということと理解しております。これらの指導は鉛のように

重く、或いはナイフのように鋭く、その日はなかなか寝付けなかったことを思い出します。この指導は 2024-

2025 年度を終了した時に、再度自分自身に問うてみようと思っております。 

委員会活動ですが、ほぼ当初の計画どおり事業を進めて頂いているものと理解しております。それぞれ

の委員会が、的確かつ真摯に活動されました。また年度後半に行事を予定している委員会もあろうかと思

います。適宜進めて頂ければ、幸いに存じます。 

次に全体的な課題について振り返ります。 

会員数ですが、期首から 2名減の 50名で今年を終えます。増強が出来なかったことは、ひとえに私の責

任であると痛感しております。改めまして、会員適格者がいらっしゃれば、積極的な勧誘をお願い申し上げ

ます。 

次にマイ・ロータリーの登録率の問題があります。これは地区全体で 75％以上登録という具体的な数値

目標を課せられております。この件につきましては、ガバナー公式訪問時のクラブ協議会でも強い要請と

指導がありました。具体策として「登録代行」の提案もありました。数値を達成するためには有効な手段であ

ると理解しておりますが、個人的には会員各位の意思を尊重すべきだと考えております。未登録の皆様、

是非とも数値目標達成に向け登録をお願い申し上げます。なお登録代行をご希望の際は、その旨を私な

り幹事なり、和久さんに仰っていただければ幸いです。 

また大澤幹事には、文字どおり大変お世話になっております。特に例会場予約は、大澤幹事に頼りきり

の状況が続いております。どうぞあと半年間、よろしくお付き合いください。和久さんにも、様々な場面でお
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世話になっております。改めまして御礼申し上げます。 

最後になりますが、年末年始はかなり冷え込むような予報が出ております。どうぞ体調管理には十分ご留

意ください。それでは来年１月８日、新年会でお会いしましょう。 

以上、簡単ではございますが、上半期の所感とさせて頂きます。 

どうぞよい年をお迎えください。 

 

大澤 清幹事 

皆様こんにちは。幹事として前期の所感を述べさせて頂きます。 

今年度、幹事を仰せつかりまして、正直にあっという間の半年間でした。会長からお

話がありました様に、例会場の変更に始まり、納涼会・ガバナー公式訪問・地区補助

金活用事業・ポリオ撲滅運動・忘年会など多くの事業がありました。これら全てにお

きまして、各委員会や会員の皆様の御理解と御協力で課題や反省点もありましたが

終わることが出来ました。しかしながら、幹事の役割としては如何なものだったのか

振り返りましたが、恐らく何が役割かも分からず、その場しのぎで終わったものと考えます。また、事業と言

えば予算があっての事ですが、前年度会計をさせて頂き、決算時に大変な目に…ではなく、貴重な経験を

させて頂きましたので、今年度末には胸を張って決算報告出ますよう予算執行しつつ、皆様から良い活動

だったと思われるような事業を行って参りたいと思います。後期におかれましても引き続きご支援とご協力

頂けます様お願い申し上げまして幹事報告とさせて頂きます。 

 

出席報告   染谷正美副委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 出席免除 メーク 出 席 率 

５１名 ３０名 ２１名 ０名 ８名 ７４．５１％ 

 

ニコニコボックス   山﨑哲男委員長          入金額  37,000 円    累計 1,019,000 円 

誕生祝御礼≪会員≫古矢会員  ≪ご夫人≫鯉沼会員 

各委員会の皆様よろしくお願い致します。   大澤会員 

一年間お疲れ様でした。来年は３月～三大セミナー開催されます。ご協力の程宜しくお願い致します。 

北村(英)会員 

本年最後の例会です。一年間お世話になりました。   古矢会員 

前期お世話になりました。  倉持会員 

皆様よき新年をお迎えください。   大塚会員 

今年も最後になりました。来年も宜しくお願いします。  白井会員 

今年も大変お世話になりました。来年もよろしくお願い致します。  武藤会員 

来年もよろしくお願い致します。   能勢会員 

本年１年お世話になりました。会員の皆様方良い年をお迎えください。  中嶋(利)会員 

光陰矢の如しと言いますがあっという間の一年でした。皆様方には今年も大変お世話になりました。来年

は、新年早々忙しい年となりそうですが、皆様のお力添えを頂き職責を果たせるよう頑張ります。皆様、良

いお年をお迎えください。   青木(正)会員 

早退します。  鯉沼会員 

例会欠席しました。  宮代・斎藤(広)  各会員 

本日、県の立ち入り施設検査のため例会休みます。五木田会長・大澤幹事前期お疲れ様でした。後期も
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健康に留意してがんばってください。   石塚(克)会員 

今年もお世話になりました。３０数年振りに寝込むような風邪をひき、衰えを実感しました。来年もよろしくお

願い致します。   和久事務局 

 

会報委員会 松坂興一委員長   宮代 尚副委員長   青島弘典委員   

 

新 年 会                       ２０２５年１月８日(水) 於：ねぎしや 

 

会長挨拶   五木田裕一会長 

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。本日午前、

大澤幹事、前島会計、石塚利明次々年度会長、染谷正美会員と私の 5 名で一言主

神社に新年祈祷に行って参りました。寒い中、お疲れ様でした。会員各位およびご親

族の皆様のご健康、事業隆盛、クラブの発展を祈願して参りました。 

今回の年末年始ですが、曜日の関係上比較的長期にわたり休暇が得られた方も多

かったのではないでしょうか。 

誰もが穏やかな年末年始を過ごしたいと思うところですが、現在、青森県を中心に

災害級の大雪に見舞われております。八甲田山酸ヶ湯では今月２日、積雪が 4ｍを超

えたそうです。雪の少ない関東に住む身としては、想像もつかない状況です。昨年の能登半島地震と同様、

自然が相手の事象です。一日も早く穏やかな日々となるようお祈り申し上げます。 

今年は西暦2025年、令和7年です。十二支では巳年、十干十二支では乙巳です。また本年は昭和 100

年にあたります。昭和元年に生まれた方が満 100 歳を迎えられます。昭和は戦前と戦後に大別されると思

いますが、終戦も 80 年を迎えます。そう考えますと昭和は随分と昔のこととなりつつあるのだな、と実感しま

す。 

さて皆様、今年の抱負としてどのような事柄を思い描いたでしょうか。新年を迎えるにあたり決意した目標

もあるでしょうし、例年の反省から改めて誓った事もあるかも知れません。本年が何らかの節目の年にあた

る方もいらっしゃると思いますし、中には祈りを込めて新年を迎えられた方もいらっしゃると拝察します。目

標や願い事は人それぞれでしょう。本年が皆様にとって良い年になるよう、心願成就となりますようお祈り申

し上げます。 

クラブとしては、本年いよいよ瀬戸ガバナーを輩出する年となりました。少し先のことになりますが、半年

後には瀬戸ガバナー年度がスタートします。これに先立ちまして、２月頃から次年度に向けた各種行事が

始まると思量します。また２月８日に IM が予定されております。多数の参加をお願い申し上げます。 

これからが真冬の時期です。インフルエンザも猛威を振るっていると聞いております。皆様、体調維持に

は特にご留意ください。体調がすぐれない場合は決して無理をせず、十分な休息をお取りいただきたくお

願い申し上げます。 

本日はこの後新年会も控えております。これをもちまして会長挨拶を終えたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 



１月は職業奉仕月間です 
 

8 
 
 

   

 

「檀家さんによる銀杏の落ち葉アート：弘経寺ドローン空撮」石塚克己 

 


